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437
微 生 物 に お け る サ イ ト カ イ ニ ン 活 性物 質 の 生 産

（日 大 農 獣 医 ）
°

加 藤 肌 平 駈 三 ， 鈴 木
一

徳 ，花 島 瓶 齢 醗 也 t

　 　 　 　 　 　 　　兼 平 　勉 ， 篠 原 正 行 ，大 石 邦 夫

目 的 　 サ イ ト カ イ ニ ン 様 物 質 は 植 物 の み な ら ず ， い く つ か の 微 生 物 ，ま た あ る 種 の tRNA の

配 列 中 に も 認 め ら れ て い る 。さ ら に Tl プ ラ ス ミ ド 上 の 皇 ⊥ 部 位 の 存 在 な ど か ら ，植 物 の 分

化 ， 成 長 に 重 要 な 役 割 を 果 た す こ と が 示 唆 さ れ て い る 。そ こ で ， サ イ ト カ イ ニ ン 生 合 成 系

の 解 明 を 目 的 と し ，無 傷 植 物 試 験 ，紐PLC 分 析 に よ り ，植 物 病 原 菌 を 含 む 各 種 の 微 生 物 か ら

サ イ ト カ イ ニ ン 様 活性 を 示 す 菌 株 の 分 離 を 試 み た 。

方 法 　各 種 菌 株 は MY培 地 に 接 種 ， 27 ℃ ， 3 − 4 日 間 ， 振 と う 培 養 し ， 菌 体 の メ タ ノ ール

抽 出 物 を 試 料 と し た 。 1 ） レ タ ス 幼 苗 生 育 試 験 1 乾 固 し た 試 料 に 水 を 加 え た 後 ，
レ タ ス 種

子 （Lactuca 　 sativa 　 L ，〕 を 播 種 し ， 暗 所 ， 27 ℃ ， 3 日 間 イ ン キ n ベ ー
ト し ，は い 軸 ，

幼 根 の ・伸 長 を 調 べ た 。 2 ） HPLC分 析 ； マ イ ク u ボ ン ダ パ ッ ク C 田 カ ラ ム
『
を 用 い ，40 − 7G ％

メ タ ノ
ー

ル に よ り 溶 出 し ，254nm ．¢〕吸 収 に よ り 検 出 し た 。

結 果 　レ タ ス 幼 根 の 伸 長 は ， カ イ ネ チ ン ，ベ ン ジ ル ア デ ニ ン ，イ ソ ペ ン テ ニ ル ア デ ニ ン と

も に ．O．1殫 で 抑 制 さ れ た 。1恥 M以 上 で は ，は い 軸 ， 幼 根 に 抑 制 が 認 め ら れ た 。 こ の 伸 長 抑

制 作 用 を 指 標 と し て ，160 繭 株 の メ タ ノ
ー

ル 抽 品 物 に つ い 検 葉 し た と こ ろ ，23株 に 100gM −

10尸Mサ イ ト カ イ ニ ン に 相 当 す る 伸 長 抑 制 活 性 が 認 め ら れ た 。ま た 65株 が 拍1制 作 用 を 示 さ な

か っ た 。さ ら に ，胛 LC分 析 の 結 果 ， 抑 制 活 性 の 強 い 抽 出 物 で ，主 と し て ，ベ ン ジ ル ア デ ニ

ン ，カ イ ネ チ ン に 相 当 す る ピ ー
ク が 認 め ら れ た 。 抑 制 活 性 が 低 下 す る に っ れ ，両 ピ ー

ク 高

さ が 低 下 し た 。ま た ， い く っ か の 菌 株 で イ ソ ペ ン テ ニ ル ア デ ニ ン に 相 当 す る ピ
ー

ク が 認 め

ら れ ， こ れ ら サ イ ト カ イ ニ ン 様 物 質 が 幼 根 の 伸 畏 抑 制 作 用 を 示 す も の と 推 察 さ れ た ．
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1438 糸 状 菌 の 生 産 す る 赤 色 色 素 に っ い て

（日 大 　農 獣 医 ，

’
東 大 応 微 研 ） 加 藤 　順 ，

O
河 本 龍 秀 ； 荻 原

　　　　　　　　　　　　　　 杉 山 純 多
奉

，大 石 邦 夫

淳 ，桜 井 英 敏 ，

目 的 　生 物 由 来 の 也 素 ，と く に 赤 色 色 素 は ，種 々 の 芯 用 分 野 で 深 い 興 味 を 持 た れ て い る 。

我 々 は ，土 壌 か ら 分 離 し た ユ．糸 状 菌 が 培 地 中 に 著 し く 多 量 に 赤 色 色 素 を 分 泌 す る こ と を 認

め た 。本 報 で は ，こ の 色 素 の 生 産 条 件 ， 精 製 ， 性 質 に つ い て 報 告 す る 。

方 法 お よ び 結 果 　本 菌 は 種 々 の 菌 学 的 性 質 か ら Penicitiium に 属 す る も の と 認 め ら オし た 。

本 菌 は ，固 体 培 地 上 で は 大 量 の 色 素 を 培 地 中 に 分 泌 す る が ，液 体 培 地 で は 大 部 分 の 色 素 を

菌 体 内 に 保 持 す る 。種 々 の 培 養 条 件 を 検 討 し た が ， 生 産 を 促 進 す る 特 定 の 成 分 は 認 め ら れ

な か っ た 。坐 産 を 支 配 す る 最 も 重 要 な 条 件 は 温 度 で あ り ， 28 ℃ 以 上 で は 坐 嶐 は 激 減 し ，
30 ℃ 以 上 で は 全 く 認 め ら れ な い 。通 常 の 条 件 下 で 振 と う 培 養 す る と ，培 地 の OD500nni は

0 。 70 ，菌 体 の メ タ ノ ー
ル 抽 出 物 の OD500nm は 培 養 液 あ た り に 換 箕 し て 7 ． 5 と な り ，

合 わ せ て 8 ． 0 を越 え る 高 い 値 と な る 。培 地 中 の 色 素 と 菌 体 内 の 色 素 は ，分 光 学 的 に は 同

一
の も の で あ る 。培 地 お よ び 菌 体 内 の 色 素 は ，酸 性 で 水 層 か ら 酢 酸 エ チ ル に 移 行 し ， ア ル

カ リ 性 で は 酢 酸 エ チ ル 届 か ら き わ め て 効 率 よ く 水 層 に 移 行 す る ． こ の 操 作 を 繰 り 返 し た 後

，得 ら れ た 酢 酸 エ チ ル 溶 液 を シ リ カ ゲ ル ク ロ マ ト に か け る と ， 速 や か に 流 出 す る 黄 色 1 バ

ン ド と ，メ タ ノ
ー

ル に よ っ て も ほ と ん ど 移 動 し な い 赤 色 3 バ ン ド が 得 ら れ た 。黄 色 色 素 の

極 大 吸 収 は 402 ，252 −2ao （nm ） ，赤 色 色 素 は 分 光 学 的 に は ぼ ぼ 岡 じ で 500 −508 ，422 −428 ，269
（肩 ），218 （nm ），赤 色 色 素 の 吸 収 は 塩 蟇 性 で は 490 ，260 −280 （眉 ），218 （ll・M ） に 移 行 す る 。赤

色 色 素 は ， メ タ ノ ー
ル 溶 液 か ら 容 易 に 針 状 の 結 晶 と な る ． GC − MS ， NMR の 結 果 を 合

わ せ て 報 告 す る 。
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